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  ハイブリッド・サービス株式会社 環境経営方針 

 

  当社は、エコアクション 21 を積極的に参加し、深刻な問題となっている地球 

環境を十分に配慮し、環境に関する法令等を遵守しながら、日常全ての事業活動 

において、従業員一人ひとりが会社を取り巻く状況を常に把握し、会社の問題点 

及び今後の進むべき方向性を認識した上で、環境を常に意識し、自主的・積極的 

に環境への取り組みと継続的な環境負荷を出来る限り軽減すべく、以下の方針に 

取り組み、同プログラムを運用・維持することを基本方針とする。 

 

1．環境経営目標及び環境経営計画を定め、定期的に見直し、継続的改善に取り組み

ます。 

 

2．環境影響、環境負荷を軽減するために、次の活動を推進します。 

   （1）エネルギー（電力消費等）の削減を通して、二酸化炭素を減らします。      （2）一般廃棄物の削減及びリサイクルの促進に取り組みます。      （3）節水に取り組みます。      （4）エコ商品（環境関連商品）の普及拡大に取り組みます。      （5）社会的貢献に取り組みます。      （6）グリーン購入法対象商品の取り扱いを推進します。      （7）全従業員の業務の効率化を図り、クラウド化とテレワーク化を推進します。 

 

3．環境関連法規、条例及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。 

 

4．この環境経営方針は教育や提案活動を通して全従業員に周知し、環境保全活動は

全員参加により実行します。 

 

5．環境経営方針、環境活動を環境活動レポートにまとめ、地域や利害関係者からの

求めに応じて、配布、公表し、社内外への情報提供を行います。これに伴い積極

的な環境コミュニケーションに取り組みます。 

 

                                           2024 年 4 月 1 日  制  定   

  

 

                        ハイブリッド・サービス株式会社  
代表取締役社長  髙橋 信弘 
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2．事業所（組織）の概要  
 
（1）事業所名及び代表者氏名  
   ハイブリッド・サービス株式会社  

代表取締役社長 髙橋 信弘  
 
（2）本社所在地  

〒101-0031 
東京都千代田区東神田二丁目 1 番 11 号 第一坂本ビル 3 階  

      URL：http://www.hbd.co.jp/ 
 
（3）対象事業所  
   ≪本社≫  

〒101-0031 
東京都千代田区東神田二丁目 1 番 11 号 第一坂本ビル 3 階  

   ≪草加物流センター≫  
〒340-0003 
埼玉県草加市稲荷五丁目 29 番 1 号  
（認証登録時期：2021 年 12 月）  

 
（4）事業活動  
  OA 機器消耗品の卸売  

 
 
（5）事業規模  

項目  2021 年  2022 年  2023 年  
売上高（百万円）  5,200 5,981 6,145 
従業員数  （人）  35 35 32 
事業所の延べ床面積（㎡）   6,175  6,175 6,175 

 
 
（6）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先  
  ・環境管理者氏名  取締役管理部長    宇都宮 智章  
  ・担当者氏名    管理部マネージャー  保戸塚 聡  

 ・連絡先      電話   03－6811－0818／FAX  03－6811－0819 
 
 
 
 
 

http://www.hbd.co.jp/
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（7）環境管理体制図  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

.

 

環境管理責任者 ●システムの総責任者として実務上の役割、権限を有する
●システムの実績を代表者に報告

部門責任者 ●環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善
●環境上の緊急事態への準備及び対応

役職 責任および権限

代表取締役社長 ●環境経営方針を定める
●環境管理責任者を任命
●資源の用意
●全体の評価の見直し、指示をする
●経営上の課題とチャンスの明確化
●環境経営目標、環境経営計画の策定をする
●実施体制の構築、周知

従業員 ●環境経営方針を理解し、積極的に活動に取り組む

事務局 ●システム運用上の事務管理

環境管理実施体制表

代表者
髙橋 信弘

環境管理責任者
宇都宮 智章

営業部門責任者
清宮 佑介

草加物流センター責任者
山田 晃章

ＥＡ２１事務局
保戸塚 聡
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3．対象範囲（認証・登録）  
（1）認証・登録の範囲  

     OA 機器消耗品の卸売  
    

（2）対象事業所  
     本社、草加物流センター  
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4．環境経営目標一覧表  
 

環境項目  
基準年度  

2019 年  

2022 年目標  

2022/10～  

2023/09 

2023 年目標  

2023/10～  

2024/09 

2024 年目標  

2024/10～  

2025/09 

2025 年目標  

2025/10～  

2026/09 

二 酸 化 炭 素 排 出 量  

（ 電 力 消 費 等 ）  

を 削 減 す る 。  

≪ 電 力 ≫  

基 準 年 度  2 0 1 9 年  

本 社 3 8 ,0 0 0（ k Wh）  

1 7 ,2 9 0 K g－ CO 2  

※ 草 加 物 流 セ ン タ ー  

9 5 ,3 3 7（ k Wh）  

 

2 0 2 1 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 3 7 ,0 8 0（ k Wh）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

9 2 ,5 0 5（ k Wh）  

 

2 0 2 2 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 3 6 ,7 0 9（ k Wh）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

9 1 ,5 8 0（ k Wh）  

 

2 0 2 3 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 3 6 ,3 4 2（ k Wh）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

9 0 ,6 6 4（ k Wh）  

 

2 0 2 4 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 3 5 ,9 7 9（ k Wh）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

8 9 ,7 5 7（ k Wh）  

≪ ガ ソ リ ン ≫  

基 準 年 度  2 0 1 8 年  

本 社 1 ,3 9 7（ ℓ）  

3 , 2 4 1 K g－ CO 2  

※ 草 加 物 流 セ ン タ ー  

7 , 7 0 0（ ℓ）  

 

2 0 2 1 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 1 ,3 4 1（ ℓ）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

7 , 3 9 6（ ℓ）  

 

2 0 2 2 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 1 ,3 2 8（ ℓ）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

7 , 3 2 2（ ℓ）  

 

2 0 2 3 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 1 ,3 1 5（ ℓ）  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

7 , 2 4 8（ ℓ）  

 

2 0 2 4 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 8 ,4 7 8（ ℓ）  

 

水 道 使 用 量 を 削 減 す る 。  ≪ 水 道 使 用 量 ≫  

※ 草 加 物 流 セ ン タ ー  

1 9 8 ㎥  

2 0 2 1 年 度 対 比  

1％ 削 減  

1 9 0 ㎥  

2 0 2 2 年 度 対 比  

1％ 削 減  

1 8 8 ㎥  

2 0 2 3 年 度 対 比  

1％ 削 減  

1 8 6 ㎥  

2 0 2 4 年 度 対 比  

1％ 削 減  

1 8 4 ㎥  

一 般 廃 棄 物  

（ コ ピ ー 用 紙 他 ）  

削 減 及 び リ サ イ ク ル 促 進

に 取 り 組 む 。  

一 般 廃 棄 物  

基 準 年 度  2 0 1 8 年  

本 社 2 6 5 ㎏  

※ 草 加 物 流 セ ン タ ー  

2 8 ,8 0 0 ㎏  

2 0 2 1 年 度 対 比  

5％ 削 減  

本 社 2 2 4 ㎏  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

2 4 ,4 4 5 ㎏  

2 0 2 2 年 度 対 比  

5％ 削 減  

本 社 2 1 3 ㎏  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

2 3 ,2 2 3 ㎏  

2 0 2 3 年 度 対 比  

5％ 削 減  

本 社 2 0 2 ㎏  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

2 2 ,0 6 1 ㎏  

2 0 2 4 年 度 対 比  

1％ 削 減  

本 社 2 0 0 ㎏  

草 加 物 流 セ ン タ ー  

2 1 ,8 4 0 ㎏  

エ コ 商 品  

（ 環 境 関 連 商 品 ）の 普 及 拡

大 に 取 り 組 む 。  

社 会 的 貢 献 に 取 り 組 む 。  

普 及 拡 販 を 推 進 す る 。 リ サ イ ク ル ト ナ ー の

普 及 拡 販 を 前 年 度 比

で 3％ 以 上 推 進 す る  

リ サ イ ク ル ト ナ ー の

普 及 拡 販 を 前 年 度 比

で 3％ 以 上 推 進 す る  

リ サ イ ク ル ト ナ ー の

普 及 拡 販 を 前 年 度 比

で 3％ 以 上 推 進 す る  

リ サ イ ク ル ト ナ ー の

普 及 拡 販 を 前 年 度 比

で 3％ 以 上 推 進 す る  

エ コ キ ャ ッ プ 運 動  

基 準 年 度  2 0 1 8 年  

4 , 6 2 9 個 回 収  

エ コ キ ャ ッ プ 運 動  

2 0 2 1 年 度

以 上  

エ コ キ ャ ッ プ 運 動  

2 0 2 2 年 度

以 上  

エ コ キ ャ ッ プ 運 動  

2 0 2 3 年 度

以 上  

エ コ キ ャ ッ プ 運 動  

2 0 2 4 年 度

以 上  

業 務 の 効 率 化 に 取 り 組 む 。 ク ラ ウ ド 化 と テ レ ワ

ー ク 化 を 推 進 す る 。  

従 業 員 一 人 あ た り 平

均 で 、1 .5 日 ／ 週 の テ

レ ワ ー ク 化  

従 業 員 一 人 あ た り 平

均 で 、1 .5 日 ／ 週 の テ

レ ワ ー ク 化  

従 業 員 一 人 あ た り 平

均 で 、1 .5 日 ／ 週 の テ

レ ワ ー ク 化  

2 0 2 4 年 度 中 に 決 定 す

る 目 標 の 実 施  

※電力・ガソリン・水道使用量・廃棄物は草加物流センターの数値を別途追加致しました。  
※水道使用量 (本社 )についてはテナントで共通利用の為わかりかねます。  
※化学物質についての使用はございません。  
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5．環境経営計画  
 

環境項目  具体的方策  

二酸化炭素排出量（電力消費等）を  

削減する。  

【実施責任者】清宮 佑介  

【日程】通期  

【電 気】  

・ 節電運動の展開  

・ 不要蛍光灯の消灯（会議室、トイレ等）  

・  空調設定温度の徹底（夏場 28℃・冬場 20℃）  

・  省エネ型蛍光灯への切り替え推進（LED 蛍光灯）  

・  ブラインド等で日射を遮断（夏季期間）  

・  長時間離席時は、PC 電源を切るかスタンバイモードにする  

・  終業時は PC 電源・ OA 機器・プリンター等の電源を切る  

【ガソリン】  

・  自主点検・整備の徹底  

・  アイドリングストップ  

・  エコドライブ（急加速・急停止等の防止）  

・  安全運転、運行管理の徹底  

一般廃棄物（コピー用紙他）削減及び  

リサイクル促進に取り組む。  

【実施責任者】宇都宮  智章  

【日程】通期  

・  一般廃棄物分別の徹底  

・  ペーパーレス化の推進  

・  裏紙活用等による、紙消費量の削減  

・  コピー機利用方法の効率化を徹底（両面コピー等）  

・  プリントアウトの抑制  

・  リサイクル品の分別に取り組む  

節水に取り組む。  

【実施責任者】宇都宮  智章  

【日程】通期  

・  節水の啓蒙活動を促す  

エコ関連商品の普及拡大に取り組む。  

【実施責任者】宇都宮  智章  

【日程】通期  

・  エコ関連商品（リサイクル商品）の販売により環境に貢献  

社会的貢献に取り組む。  

【実施責任者】宇都宮  智章  

【日程】通期  

・  エコキャップ等の回収による社会的貢献に取り組む  

全従業員の業務の効率化に取り組む。  

【実施責任者】宇都宮  智章  

【日程】通期  

 ・  クラウド化のためのシステム環境の構築  

・  従業員のテレワーク環境の整備  

 
 
 
 
 



8 
 

6．環境経営目標実績と評価  
 

環境項目  
2023 年目標  

（ 2022/10～ 2023/9）  

2023 年実績数値等  

（ 2023/10～ 2024/9）  

達成  
評価  

二酸 化 炭素 排 出量

（電 力 使用 量 ・ガ

ソリ ン ）を 削 減す

る  

2022 年度比 1％削減  

本社  

36,709（ kWh）  

16,703（ Kg－ CO2）  

草加センター 1％削 減  

91,580（ kWh）  

41,669（ Kg－ CO2）  

2023 年度実績  

本社  

29,506（ kWh）  

11,094（ Kg－ CO2）  

草加センター  

90,991（ kWh）  

34,213（ Kg－ CO2）  

〇 こまめに電気を消すように社内で

徹底したため、節電への従業員の

意識の向上が見られた。 

2022 年度比 1％削減  

本社 1,328（ ℓ）  

3,081（ Kg－ CO2）  

草加センター 7,322（ ℓ）  

16,987（ Kg－ CO2）  

2023 年度実績  

本社 8,686（ ℓ）  

20,152（ Kg－ CO2）  

 

△ 社用車を本社管理にした。 

アイドリングストップやエコドラ

イブの意識の徹底を推進した。 

合計  

78,440（ Kg－ CO2）  

合計  

65,471（ Kg－ CO2）  

〇  

水道 使 用量 を 削減

する 

2022 年度比 1％削減  

草加センター 188 ㎥  

2023 年度実績  

草加センター 194 ㎥  

△ 節水の意識向上に取り組んだが、

猛暑日増加の影響も有り、昨年よ

り削減には至らなかった。 

一般 廃 棄物 （ コピ

ー用 紙 他） 及 びリ

サイ ク ル促 進 に取

り組む 

2022 年度比 5％削減  

本社 213 ㎏  

草加センター 23,223 ㎏  

2023 年度実績  

本社 211kg 

草加センター 30,982kg 

× テレワークの推進とペーパーレス

化に取り組み、昨年より削減した

が、取扱荷物数量増加等の影響で

目標に未達だった。 

エコ 商 品（ 環 境関

連商 品 ）の 普 及拡

大に取り組む  

リ サ イ ク ル ト ナ ー の 普 及

拡 販 を 前 年 度 比 で 3％ 以

上推進する。 (7,318 個 ) 

2023 年度実績  

年間 9,971 個販売  

〇 販売普及に取り組んだ結果、目標

達成。 

社会 的 貢献 に 取り

組む 

エコキャップ 運動  

2022 年度： 986 個  

NPO 法人へ寄付。  

2023 年度実績  

832 個回収  

NPO 法人へ寄付。  

△ マイボトル持参増加等により、ペ

ットボトルの使用が減り、回収が

減少。引き続き回収を行う。 

業務 の 効率 化 に取

り組む 

従 業 員 一 人 あ た り 平 均

で、1.5 日／週のテレ ワー

ク化  

テ レ ワ ー ク の ニ ー ズ の 再

確認、目標策 定  

× 数回の実施に留まっているため、

ニーズの確認と目標の策定を行い

ます。 

※凡例：〇…達成率 100%以上／△…達成率 100%以下～80%以上／×…達成率 80%以下  
※水道使用量 (本社 )についてはテナントで共通利用の為わかりかねます。  
※化学物質についての使用はございません。  
 

電力       ： 0.376kg －  CO2／ kWh（ 2022 年東京電力）  

自動車燃料  ：2.32kg －  CO2／ℓ（環境省地球環境局 2007 年｢温室効果ガス総排出量計算方法ガイドライン｣より）  
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7．環境経営計画の次年度の取組内容  
前年度に引き続き、CO2 排出量の削減に向けて環境活動を継続すると共に、節水や

廃棄物の削減に対する意識の向上、環境関連商品の普及拡大に取り組みます。  
 
8．環境関連法規制等の遵守状況の確認  

環境関連法規（廃棄物処理法・家電リサイクル法・グリーン購入法・東京都環境確

保条例）の遵守状況確認を環境管理責任者が実施し違反はございません。  
また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去 5 年間ございません。さ

らに、活動期間中に近隣など外部からの苦情もございません。  
 
9．代表者による全体評価と見直しの結果  

①  環境経営目標の達成状況  

電力は節電意識の高まりにより、昨年より使

用量を削減いたしました。  
ガソリンはアフターコロナの中で訪問営業

が増加した為、昨年より使用量が増加しまし

たが、ほぼ目標通りとなりました。引き続き

節電・省エネに努めます。  
また、猛暑が続いた影響も有り、水道使用量

削減は目標未達となりましたが、エコ商品に

関しては、販売店・ユーザー様の意識向上に

より目標を達成いたしました。  
一般廃棄物は昨年より削減したものの目標

未達でしたので、引き続きペーパーレス化を

推進して参ります。  
テレワークにつきましては、環境は整備され

ているものの数回の実施に留まっているた

め、ニーズの確認と目標の設定を行います。 

②  環境経営計画の実施及び運用結果  特にありません。  

③  環境関連法規制等の遵守状況  特にありません。 

④  外部からの環境に関する苦情や  
要望等、有無  

特にありません。 

⑤  前回審査の内容と対処結果  
環境活動計画書及び実績評価表の達成状況

／是正策は定期的に確認・評価結果を記録い

たしました。 

⑥  問題点の是正・予防処置の状況  特にありません。 

⑦  緊急事態の訓練結果  特にありません。 
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⑧  経営状況の変更  特にありません。 

⑨  その他  特にありません。 

代表者評価  

および指示  

①   環境経営方針  引き続き継続いたします。 

②   環境経営目標  
より省エネ意識を徹底し、CO2 削減を推進い

たします。 

③   環境経営計画  
草加物流センターを含めた全社員への意識

徹底に努めます。 

④   実施体制  
業務の効率化を図り、勤務時間と残業時間を

削減いたします。 

 
 

以 上  


